
■
わ
か
て
つ
沿
線
の
ホ
ー
プ

■
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桜
谷
イ
ベ
ン
ト
情
報

■
わ
か
て
つ
エ
ッ
セ
ー

■
も
り
あ
げ
隊
の
活
動
紹
介

今
年
で
若
桜
鉄

道
は
国
鉄
若
桜
線

の
開
業
か
ら
米
寿

と
い
う
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
戦
時

の
疎
開
に
よ
る
運

行
、
物
資
を
運
ぶ

貨
物
列
車
。
全
長

･

２
㎞
と
い
う

19短
い
路
線
の
中
に

様
々
な
歴
史
が
刻
ま
れ
、
そ
の
伝
統
は
今
も
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
逆
ら
っ
て
時
を
閉
ざ

す
、
学
校
の
統
廃
合
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
若
桜

鉄
道
は
地
域
の
足
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
同
様
に
学
校
は
地
域
の
要
と
な
る
存
在
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
小
学
校
の
閉
校
に
よ
り
『
地

元
愛
』
の
育
み
が
衰
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
『
地
元
愛
』
を
ま

ず
は
同
世
代(

高
校
生)

で
共
創
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
安
部
小
学
校
の
卒
業
生
で
『
安
部
小P

r
o
j
e

c
t

』
を
設
立
し
ま
し
た
。
活
動
は
月
１
回
の
校
舎
内
清

掃
活
動
と
安
部
っ
子
夏
祭
り
の
企
画
運
営
で
す
。
地
域

の
要
と
な
る
小
学
校
を
活
用
し
た
地
域
交
流
を
、
中
高

生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
手
段
で
今
後
も
継
続
し
『
地
元

愛
』
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
八
頭
町
安
井
宿
）

若桜谷イベント情報
〇12月31日 光澤寺大晦日イベント

31日～１月３日 成田山青龍寺

年越し・初詣イベント

〇２月23日、24日 かまくら祭り （姫路公園）

〇12月15日 わかさ氷ノ山スキー場開き

（わかさ氷ノ山スキー場）

〇１月26日 氷ノ山スキー大会 わかさ氷ノ山スキー場

（樹氷スノーピア）

〇２月２日～３日 西日本雪合戦大会

（ふれあい広場）
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若
鉄
の
車
窓
か
ら
眺
め
る

数
々
の
山
は
、
峰
が
遠
く
連

な
る
風
景
に
趣
き
を
感
じ
、

平
行
し
て
流
れ
る
八
東
川
の

流
れ
も
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ

ら
の
原
点
と
な
る
若
桜
・
八

頭
谷
の
山
々
は
、
お
い
し
い

空
気
を
造
る
多
量
の
酸
素
を
生
み
出
し
て

く
れ
、
雨
水
を
保
水
し
な
が
ら
天
然
ダ
ム

を
造
り
災
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
、
集
結
し

た
清
流
か
ら
は
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
。

今
回
、
郡
家
駅
か
ら
出
発
し
て
順
次
各

駅
付
近
で
見
え
る
山
々
を
紹
介
す
る
。
八

頭
高
校
前
駅
を
過
ぎ
る
と
、
緩
や
か
に
カ

ー
ブ
し
た
鉄
橋
の
前
方
に
大
江
谷
渓
谷
の

深
い
山
並
み
が
望
ま
れ
る
。

因
幡
船
岡
駅
の
背
後
に
は
、
天
満
山
が

あ
り
中
腹
に
千
本
余
り
の
桜
が
植
栽
さ
れ

花
見
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

隼
駅
付
近
は
、
左
遠
方
の
国
道
向
こ
う

に
因
幡
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
山
容
の
き
れ

い
な
猫
山
が
そ
び
え
る
が
、
登
山
道
の
未

整
備
が
残
念
で
あ
る
。

安
部
駅
の
手
前
右
手
に
あ
る
小
高
い
山

は
、
波
多
野
氏
の
居
城
が
あ
っ
た
高
平
城

跡
で
城
山
と
呼
ん
で
い
る
。

八
東
駅
手
前
の
横
田
付
近
で
は
左
前
方

に
氷
ノ
山
の
雄
大
な
尾
根
が
遠
望
で
き
る
。

八
東
駅
の
右
手
方
に
は
、
山
頂
ま
で
登

山
道
が
整
備
さ
れ
た
伊
呂
宇
山
が
あ
り
、

広
大
な
松
林
を
通
り
登
頂
で
き
る
。

徳
丸
駅
か
ら
は
、
丹
比
の
シ
ン
ボ
ル
遠

見
山
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
直
登

す
れ
ば
息
切
れ
す
る
が
、
頂
上
か
ら
の
眺

め
は
八
頭
谷
が
一
望
で
き
素
晴
ら
し
い
。

丹
比
駅
で
は
、
左
手
遠
く
に
獄
山
（
だ

け
だ
ん
）
が
そ
び
え
、
杉
植
林
地
が
少
な

く
多
く
が
落
葉
広
葉
樹
林
か
ら
成
る
。

若
桜
駅
に
近
づ
く
と
、
さ
す
が
因
幡
山

岳
地
帯
の
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
が
迎
え

て
く
れ
る
。
氷
ノ
山
は
見
え
な
い
が
町
内

第
二
の
高
峰
東
山
は
じ
め
弁
天
山
・
三
倉

富
士
・
御
荷
山
・
高
山
ほ
か
、
右
手
に
は

扇
ノ
山
溶
岩
流
の
末
端
で
あ
る
柱
状
節
理

の
断
崖
千
石
岩
が
見
え
て
く
る
。

（
若
桜
町
赤
松
）

横田から眺める雪の氷ノ山

＜わかてつ沿線イベント紹介＞ 10月28日に、因州若桜鬼っこ

まつりが行われました。約5000人の来場者。若桜駅前は史上空

前の人出でにぎわったようです。アンパンマンショー強し!!!

さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
な

ど
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

内
容
で
大
盛
況
で
し
た
。

９月８日、９日に八頭町の清徳寺と太田邸で行われた野外レストラン

「ダイニングアウト」。八頭町は日本で14番目の会場でした。超一流の

シェフが2日間のためにここでしか出せない最高のディナーを用意。ハ

イソな客層を対象にした緊張の舞台です。わかてつもりあげ隊もサービ

ススタッフとして参加。おもてなしの心が伝わればと、精一杯の接客を

させていただきました。大雨の中の忘れられない熱い２日間でした。

ホ
ス
ト
役
の
東
洋
文
化
研
究
家
ア

レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
さ
ん
と
記
念
撮

影
（
八
東
・
富
枝
の
太
田
邸
）

【
広
告
募
集
】
若
桜
鉄
道
を
応
援
し
て
い
る
事
業
者

さ
ん
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
枠
５
千
円
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
な
ど
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。


